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略歴
1940年5月生まれ。1963年日本大学卒業、山岳部に在
籍。1966年日大北極圏グリーンランド登山隊。1970年
日本山岳会エベレスト登山隊。1976年パミール・コミュ
ニズム峰遠征隊。1980年日本山岳会チョモランマ登山
隊。1991年チョ・オユー・シルバータートル登山隊。1992
年南極撮影支援隊。1995年日大エベレスト（北東稜）登
山隊。1999年日中友好学生雪宝頂登山隊。1999年日大
メラピーク登山隊。
1989年「太郎花子山の会」設立。
2001年「軽登山靴倶楽部」結成、代表として現在に至る。
公益社団法人日本山岳会元副会長、公益
社団法人日本山岳協会会長

登山界“おちこち”の人 インタビュー連載 第2回

── 日本山岳協会会長の任期満了がも
うじきです。
　国体登山も様変わりし、人工壁のス
ポーツクライミング全盛です。振り返って
みていかがでしょうか。50年以上前の日
本大学山岳部時代に今日の登山のあり
ようは想像できたでしょうか。
　自分の年齢と健康からいっても登
山者としての任期、賞味期限切れを
迎えるというところでしょう。日本山
岳協会の会長職のみならず、日本山
岳会（JAC）、日本山岳協会（JMA）、
日本ヒマラヤンアドベンチャートラスト
（HAT-J）等の運営と活動に関わらせ
てもらい、それぞれ役員も経験させてい
ただきましたが、役員だから役員でない
からと任期にこだわって仕事をしてきた
ことはなく、自分のできる精いっぱいの
力を発揮してきて登山人生の任期満了
といったほうがいいと思っています。
　ただ、長い間組織に関わってくると登
山の変遷についていけないというか、
常に過渡期という感覚で新しい登山
の導入、人工壁のスポーツクライミン
グもそうですが、そうしたものに追われ
て、実際の登山以上の息切れを感じ、
ここにきて最近は、肺に水は溜まるは、
不整脈や心不全になるはで、駅の階段
を登っていても8000m峰を登っている
感覚で東京でも酸素ボンベが欲しいな
あ、と思うこの頃です。
　振り返ってみて印象深いことは、
1982年に国際山岳連盟創立50周年
イベントがカトマンズで開かれ、山岳
自然環境保護憲章として「カトマンズ
宣言」が発布されると日本でも自然保
護活動が盛り上がり、登山者すべて
が自然保護を考えよう、と山岳環境
団体ヒマラヤンアドベンチャートラスト
（HAT-J）が創設されました。1980年
代から90年代は登山者の高齢化や社
会構造の変化で中高年登山が隆盛し
たかと思うと、90年代は一挙にスポー
ツクライミングワールドカップ競技大会
をきっかけに人工壁でのクライミング

が盛んになりました。
　大学山岳部で自分たちが目指してき
たアルパインクライミングやヒマラヤ登
山が減ってきて、極限を求める登山か
ら競技クライミングへの変化がめざまし
く、日本山岳協会は公益社団法人とし
て組織の変革と登山界の変化で目まぐ
るしい時代を迎えていると思う。今回の
会長任期満了でほっとしているのが正
直なところです。

── 最初のエベレストから45年です。
　1970年の本隊は南東稜と南西壁か
ら登頂を狙い、南東稜から松浦輝夫さん
と植村直己さんが5月11日に日本人初
登頂（第12登）を成し遂げ、その翌日に
は平林克敏さんとサーダーのチョタレが

第13登をしました。当時は三浦雄一郎
さんのスキー隊も同じルートでエベレス
ト登山をしていましたが、両隊の交流は
あったのでしょうか。
　偵察隊から数えると46年目。自分の
登山を振り返ると、1970年エベレスト
隊でのローツェフェースにおける滑落事
故、1980年チョモランマ北壁隊での登
攀中の急性心筋梗塞など、登攀隊員と
しての使命や任務が果たせなかった。
　エベレスト日本人初登頂も日本山岳
会隊だが、来年2016年は、日本山岳会
マナスル登山隊の初登頂60周年にあ
たるので記念行事も期待したいと思っ
ています。
　当時の大遠征隊は、誰かが登頂す
ればその登山は成功だったし、それが
当たり前だと思っていました。植村君が

山の世界の彼方此方で活躍されている人 を々たずね、「そうだったのか。」を聞き出します。
第2回目は、日本の山岳団体元締め、日本山岳協会会長の神崎忠男さんです。

▲1970年日本山岳会エベレスト登山隊の隊員たち

創立10周年記念誌の表紙。巻頭言の神崎
代表の言葉には、・・・登山や山歩きはただ
登って頂上に立って降りてくればいいと
いうことだけでは人間としての発想に寂
しさを感じる・・・と書かれており、さらに、
「生命の尊さ、健康の大切さ、仲間を敬い、
自然を讃え、歳応分のチャレンジ精神」が
重要なことが唱われている。

神か
ん
ざ
き崎 

忠た
だ
お男

さ
ん



平成27年5月10日　第370号  _3_

▲左端が一等三角点のある袈裟丸山（前袈裟）▲パンペマからのカンチェンジュンガ（8,586m）

「国内」・「海外」いずれも、日本山岳会創立110周年記念企画ならではの、
 アルパインツアー特別仕立てです。JAC非会員の方もぜひお問い合わせください。

グレート・ヒマラヤ・トレイル（ハイライト・10コース） 日光・太郎山と足尾・
袈裟丸山 1泊2日

　ネパール政府が認定した、ウルトラ・ロング・ト
レール、「グレート・ヒマラヤ・トレイル」の4つのス
テージを、2015年秋から2017年春にかけて、
10コースに分けてトレッキングします。
　8000m峰5座のBCや、世界第3位の高峰カ
ンチェンジュンガから訪問者も少ない西部辺境
の高地ドルポまで、グレート・ヒマラヤ踏破の気分
を十分に味わえる究極のトレッキング企画です。
　コースの詳細は、5月末ごろ発表です。

《日本山岳会創立110周年記念》

ご案内

行程

◎日本三百名山登頂シリーズ〜 ネパール・ヒマラヤ1700kmの山道 〜

http://www.alpine-tour.com

世界の名峰展望ハイキングから、高所のハードトレッキングまで、国内山
行はもとより、登山・トレッキング専業旅行会社としてバラエティーに富ん
だ企画で、山好きな皆さまのご期待にお応えしております。創業46年目
の夏を迎えるアルパインツアーで、「世界の山旅」にお出かけください。

1日目 新宿（朝・出発）2光徳牧場/0
山王帽子山/太郎山/裏男体林道2銀山平・足
尾温泉（泊） 2日目 宿泊地2折場登山口/0袈
裟丸山往復2新宿（夜・解散）

● 最少催行人数：15人

● 5月23日（土）〜24日（日） 
● 参加費：40,000円

松浦さんに先に山頂に立つよう気遣い
したり、一次隊が重い映像カメラを岩
陰に残し、それを二次隊の平林さんら
が回収したり、こぼれ話はたくさんあり
ます。サウスコルから山頂を見て、これ
は自分でも行けるぞと思っていたから
この隊で登頂できなくても無念な思い
はありませんでした。
　当時、日本山岳会隊は毎日新聞後
援で、三浦雄一郎さんのスキー隊は読
売新聞後援だったから両隊の組織と
しての交流はなかったといえます。しか
し、隊員同士は大学山岳部や社会人
山岳会の仲間ばかりだったからルー
ト上で出会えば気楽に話しをしていま
した。三浦さんがいよいよスキー滑降
をするときは登山隊も行動を休み、ス
キー滑降の成功を祈ったのです。
──アジア山岳連盟における日本の役割
とは何でしょうか。
　日本山岳会の「日・中・韓三国学生交流
登山」は継続されています。
　アジア山岳連盟は、1992年に国際
山岳連盟（UIAA）が松本市で総会を
開催したことがきっかけになって設立
の機運が高まり、1994年に韓国のイン

チョンで発足総会が開催され、日本山
岳協会の当時の斎藤一男会長がアジ
ア山岳連盟の初代会長に就任したの
です。当時日本は、UIAAがある中でア
ジア山岳連盟の必要性は感じていま
せんでしたが、アジア各国からの日本
への期待は大きかったのです。アジア
各国では登山の歴史やヒマラヤ登山
の経験も大きな違いがあって、人工壁
クライミングに力を入れている国もあり
ました。クライミング競技をオリンピック
競技種目にしようと国際クライミング連
盟はがんばっているが、それに並行して
アジアの国々のクライミング競技の環
境整備は重要です。オリンピック種目に
なったときにアジアの国から一国でも
多く参加できる体制づくりに尽力するこ
ともアジア山岳連盟の役割の一つでは
ないかと思います。
　学生登山の交流は、1999年秋の日
本・中国友好学生登山隊（四川省・雪
宝頂5,588m）が皮切りでした。その後
は2007年から、日本・中国・韓国の3カ
国間で長年続いています。それぞれの
国の持ち味を生かした山行を合同でお
こない、交流をはかろうとするものです。

日本には山スキーを楽しめる深い雪の
山があり、中国には学生でも挑戦でき
る高い山があり、韓国にはソウル近郊
にも岩登りができる岩峰があります。一
昨年は第7回日中韓学生交流登山を
日本で開催し、クライミング大会の後に
全員で富士山に登りました。これからも
三国の学生登山者がお互いの国を訪
れ、交流し、クライミング競争だけでは
なく自然保護も含めて登山者としての
正しい登山観を養う機会になればと思
います。　　　　（インタビューおわり）

　神崎さん、本日はお忙しいなかお時
間をとっていただきありがとうございま
した。日山協やアジア山岳連盟のこと、
私にとっては身近な日本山岳会のこと
など、耳の痛いご指摘も“オフレコ”でお
聞きすることができました。神崎さんが
張り巡らせた人脈は国内だけでなく国
外にも広がり、この山岳旅行業界でも我
が社を含めて後輩たちが活躍していま
す。肺水腫や心不全をものともせずに
その強力な馬力で後輩たちをいつまで
も叱咤激励してください。

（平成27年4月7日　聞き手：黒川 惠）


